
、 、予習シリーズ6年②第8回 (2019.4.20) 四 (1) 右の連除式で， 9 X a X b =702です。求めるのはA= 9 X a =54の場合ですから，
702+54= 13 ...... b 

9X13=117 ・・ー..B

(2) a， bは互いに素で， a< bですCA<B)。

9) A B 
a b 

回 (1) 39 

図 (1) 12 

図 (1) 36 

囚 (1) 117 

国 (1) 8: 5 

困 (1) 45 
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702+ 9 =78 .. .... a x b 

(2) 4 ~ (3) す
(2) 4 (3) 23 

(2) 630 (3) 2 

(2) 234， 351， 702 

(2) 43・20

(2) 34 

(2) 45 (3) 34 

(叫 1+
(4) 983 

(4) 60 (5) 810 (6) 1050 

78= 1 X78， 2 x39， 3 x26， 6 x 13 

よリ， {a， b}は{1 ， 78}， {2， 39}， {3， 26}， {6， 13※(1)の場合}ですから， (1)以外のBは(9X26=) 234， 

(9 X39=)351， (9 X78=)702の3つです。

回 (1) 右の図のかげの道のりに着目します。同じ道のりを歩く場合は，速さの比z時間の逆比

になリますから， AとBの速さの比は，

ー・ー=8:510・16

(2) A， Bの速さを，それぞれ分速8，分速5とします。
16+10=26(分) ・・・...Aの i周の時間
5 x26= 130 ・・・・・・8の歩いた道のリ (Aが方向を変えたときのBとの差)

i加 (8-5)口付(分後)→ 43-)1-2

(4) 1890 

(3) 

200 = 1 x 200， 2 x 100， 4 x 50 ， 5 x 40， 8 x 25 ， 1 0 x 20→約数は12個

200 = 2 x 2 x 2 x 5 x 5→ 2が之個， 5がえ個→(之十 1) x (え十 1)=12(個)

まず， 3の倍数(各位の数字の和が3の倍数)について考えると，口には次の 3つがあてはまります。

1+9十日+4口14十口→口=1， 4， 7 

このそれぞれで4の倍数(下2けたが4の倍数)になるか確かめると，口は4に決まリます(19~，4)。

Nを素因数分解したときに含まれている 3の個数だけ， 3で割り切れます。

3の倍数 : 50+ 3 = 16あまり 2→ 16個

3 x 3の倍数 : 50+ 9 = 5あまリ 5→ 5個

3 x 3 x 3の倍数:50+27口|あまリ23→|個

したがって， 3で(16 + 5 + 1 =) 22回割リ切れますから，商が整数でなくなるのは(22+1口)23回目です。

15-8=7，10-3=7よリ，あてはまる数は(fl5と10の公倍数-7J口) f30の倍数-7Jです。 したがっ

国 (1) 回目以降は，歩いた道のリの差が|往復分になるごとに追いこすことに注意します。

300+ (85-65) = 15 (分後) ・・・・・・|回目の追いこし

300x 2 + (85-65) = 15x 2 =30(分) ・・…・|回目以降の追いこしの間かく

したがって， 2回目の追いこしは(15+30=)45分後です。

(2) 求めるのは， 2時間(=120分)でのすれちがいと追いこしの回数の合計です。

すれちがい:300+ (85+65) = 2 (分後) ・・ υ ・・ i回目のすれちがい

2X2=4(分) ・・・・・・!回目以降のすれちがいの聞かく

(120-2) + 4ロ 29あまリ 2→ (29+1 =)30回 ・・一..2時間でのすれちがいの回数

追いこし : 2時間では， 15分後， 45分後， 75分後， 105分後の 4回です。

すれちがいと追いこしが同時に起こることはあリませんから(すれちがいの時間は偶数)，求める出会いの回数は

(30+ 4 =)34回です。

(4) 

て， 3けたで最も大きい数は，

999+30=33あまリ q→ 30x 33-7 =983 

国 (1) 12+20=0.6 (時間)→ 36分

(2) 1080+ (70+50) = 9 (分) ・・・・・・兄が家からポストまでにかかった時間(すれちがうまでの時間)

(3) 

70x 9 =630(m) ......求める道のり

60x 3 = 180(m) ・・・・・・兄の出発時の，兄とよしおの距離

180+ (150-60) = 2 (分後) ・・・・・・兄が追いつく時間

往復の平均の速さ口往復の道のり÷往復の時間ですから，

750+50+750+75=25 (分) ・・ー・・往復の時間

750 x 2 +25=60 (m/分) ・…ー往復の平均の速さ

同じ道のりを歩くので，かかる時間の比早速さの逆比になリます。 したがって，

1 ー・一=5:3 …'54m/分の場合と90m/分の場合の時間の比(差は 6分)54・90

6+(5-3)X3=9(分) ・・・・・・90m/分でかかる時間

90x 9 =810(m) ・・・・・・求める道のリ

道のり
時間のト電子の比です。歩く速さとお速さの比は(50: 175=) 2 : 7ですから，

す:(1ーを)=2 : 1 歩いた道のリヒ走った道のりの比

(分)

巴 (1) 75 x 18 = 1350 (m) ・・…・エ

18 + 1350 + 180 = 25. 5 (分) ・・・・ーア(姉が家にもとやった(=再び家を出た)時間)

180 x (25.5-20.4) =918 (m) ・・ υ ・・オ(妹が20.4分で歩いた道のり)

918+20.4=45 (m/分) ・・…・妹の速さ

アでの姉妹の距離を求め，旅人算で求めることもできますが，比を使って求めます。閉じ道のりを歩く場合，

かかる時間の比=速さの逆比ですから，

(2) 
(4) 

(3) 

(5) 

(4) 

1 一一・一口 1: 4 180・45

25. 5 + ( 4 - 1 ) x 4 = 34 (分) ・・・・・・イ

(3)と同様に，キ:クも 1: 4で，その差は 6分です。 したがって，

6+(4-I)X4=8(分) ・…・・ク

45x (34+ 8)口1890(m) ・・・・・・ウ(家から図書館までの道のり)

(m) 

図書館ウ

-・・・・・カ : イ(差は25.5分(ア))

(6) 

2 
~ :*=7 : 1 2・7

16+ (7十 1)x 7口 14(分)

…一歩いた時間と走った時間の比

…歩いた時間
エ

50X 14+ 175x (16-14) = 1050(m) ・…・・求める道のり オ~---

家。
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囚 (1) 6.5 

図 (1) 115 

図 (1) 45 

囚 (1) 15， 45 

国 (1) 3 : 5 

因 (1) 8: 5 

回 (1) イ

，2グfcr C 

右の図よリ，自動車が36分で進む距離を電車は(36一 16=)20分で

進みますから，

_L.土=5 : 9 ......自動車と電車の速さの比
36・20

似号=1附 m/時) 電車の速さ

(5) 

予習シリーズ 6年②

第8回 (2019.4.20) 

8 x 3 =24(分) ...... 2人が出発してから 2回目にすれちがうまでの時間

(2+24)+2=13(分) ・・ー・・はると君が駅から図書館まで進むのにかかった時間(片道)

935mを(13-2 =) 11分で進みますから，

935 + 1 1 x 13 = 1 1 05 (m) ・・・・・・駅から図書館までの道のリ

、
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(2) ~ (3)2÷ 

(6) 

(2) 24 (3) 42， 66 (4) 6 

(2) 87.5 (3) 22 (4) 4320 (5) 1105 (6) 108 

(2)① 12 ② 2， 4， 6， 12 

(2) 3・45

(2) 50・30 (3) 1296 

(2) 31.5 (3) 2520 

囚 (1)

(6) 
次の電車 電車
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図 (1) 6で割ると|あまリ， 8で割ると 3あまる整数は， 6で割っても 8で割っても(6一 1=8-3=)5不足する

整数ですから， 6と8の公倍数よリ 5小さい整数です。よって，求めるのは， 6と8の最小公倍数の24の倍数よ

リ5小さい整数のうち，小さい方から 5番目の整数ですから，

24x 5 -5 = 115 

箱の個数は， (273-3 =)270と225と(189-9 =) 180の公約数のうち，あまリの q

よリ大きい数です。右の連除法よリ，

3 x 3 x 5 =45 . .... .270と225と180の最大公約数

45 = 1 x 45 ， 3 x 1 5， 5 x 9 

より， 270と225と180の公約数は{I，3， 5， 9，15， 45}です。よって，箱の個数

として考えられるのは15個， 45個です。

(2) 540 = 2 x 2 x 3 x 3 x 3 x 5 

( 2 + 1 ) x ( 3 + 1 ) x ( 1 + 1 ) =24 (個) ・・ー・・約数の個数
(2)① 箱に入れた玉の個数を，赤玉はA個，青玉はB個，白玉はC個と

すると，箱の個数はA，B， Cの公約数ですから， A-B， B-C 
の公約数でもあリます。

A -B =273-225=48 
B -C =225-189=36 

48と36の最大公約数は12です。箱の個数が12個のとき，どの色の玉

も同じ個数あまリますから，箱の個数は最も多くて 12個です。

(3) 右のように表すと，

A + B = 6 x a + 6 x b = 6 X (a + b ) = 72→ a十 b=72+ 6 = 12 
aとbは互いに素で， a > bですから， (a， b)は(11， 1)または(7，5)です0
・(a，b) = (11， 1)の場合:(A， B) = ( 6 X 11， 6 X 1 ) = (66， 6) 

・(a，b)=(7， 5)の場合:(A， B) = (6 X 7， 6 X 5) = (42， 30) 

よって， Aとして考えられる整数は42，66です。

6) A B 
a b 

赤玉

青玉

② 12= 1 x 12， 2 X 6， 3 X 4→ A-BとB-Cの公約数は{1， 2， 3， 4， 6， 1 2} 
このうち，箱の個数が|個， 3個のときはどの色の玉もあまリが出ませんから，箱の個数は 2個， 4個， 6個，

12個の 4通リ考えられます。
(4) Pを素因数分解したときの 2の個数について考えます。

15+2=7 あまリ |→ 7個 15+4 = 3 あまリ 3→ 3個 15+8 = 1 あまリ 7→ l個

7+3+1=11(個) ......pに含まれる 2の個数

4で|回割るごとに 2は2個必要ですから，

11 + 2 = 5あまリ | 

よって， 4で5回割リ切れますから，商がはじめて整数でなくなるのは(5十 1=) 6回目です。
国 (1) 妹が引き返した地点をPとすると，妹が家→Pを進む時間と 学校
P→家を進む時間は等い、ですから，

15-3X2=9(分) ・・ー・・妹が家→学校にかかった時間

上:*= 3 : 5 ・・・・・・姉と妹の速さの比15・9

図 (1) 古:古=5:4 リょう君となみさんの速さの比

リょう君となみさんの速さをそれぞ、れ分速5，分速4とすると，

5 x (20+ 16) = 180 ・・・・・・湖のまわリの長さ

180+ 4 =45(分) ......求める時間

(2) 姉と妹の速さをそれぞれ分速 3，分速 5とすると，

5 X 3 = 15 ・…・・家→Pの道のリ
3 15X 2 +(5 + 3)= 3+(分後)→3分45秒後
4 

(2) 1.2km=1200m， 0.9km=900m 

1200+80+900+ 100=24 (分) ・・・・・・駅から学校までにかかった時間

(1200+900) +24=87.5 (m/分) ・・ー・・平均の速さ

(3) 30X叶τ+20X背τ=22(分後)
(4) 

(4) 2人がすれちがうまでに進んだ道のリの比は速さの比と等しく 7: 5 

です。また， 2人が進んだ道のりの差は (360X2 =)720mですから，

720Xユ土立=4320(m) ・・・・..AからBまでの道の リ
7-5 
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回 (1) 69 (2) 1千 (3) 14 

(3) 7 

(3) 1.2 

図 (1) 9 (2) 107 

(2) 150 

(4) 48， 80 

(4) 24 回 (1) 2・24

囚 (1) 3: 2 (2) 1: 2 : 2 

(2) 36 

(5) 1800 (6)ア 36 イ 27

固 (1) 10: 12 : 15 (3) 2400 (4) 32 

I~ ml 
図 (1) 求める整数は， (30-3=)27と(48-3 =)45の公約数のうち 3より大きい数です。 27と45の最 32ユ~

(2) 

大公約数は(3X3=)9です。 qの約数で 3よリ大きい数は 9だけですから，求める数は 9です。 3) 9 15 

5で割ると 2あまる数:2， 7， 12， 17， 22， 

6で割ると 5あまる数:5， 11， 17，・

3 5 

よリ，最も小さい数は円です。この後は(5と6の最小公倍数の)30ごとにあらわれますから，求める整数は30の

倍数よリ 17大きい数です。 したがって，

100+30= 3 あまリ 10

30 x 3 + 17 = 107 ←100との差 7

107-30=77 ←100との差23

(3) 3で割リ切れる回数は，

15+3=5 → 5回

15+ 9 = 1 あまり 6 →|回

より， (5 + 1 =) 6回です。したがって，商がはじめて整数でなくなるのは(6+1=)7回目です。

(4) 2つの整数を A，B(A<B)とし，右の連除法のように表すと， 2つの整数の和が128である 16) A B 

ことから， a b 
16 x a + 16 x b = 128 → 16 x ( a + b ) = 128 → a + b = 128 + 16 = 8 

aヒbは互いに素であることから，

(a， b)=( 1， 7) → (A， B) = ( 1 6， 1 1 2) 

(a， b)=(3， 5) → (A， B)=(48， 80) 

2つの整数がともに 2けたの整数であると L、う条件よリ，求める答えは48と80です。

回 (1) 12+ 5 =2.4(時間)

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

0.4X60=24(分) → 2時間24分

3000 + 12 = 250 (m /分) ・・・・・・かずと君とさやかさんの速さの和

3000 +60=50 (m/分) ......かずと君とさやかさんの速さの差

かずと君の方が速いですから，かずと君の速さは，

(250+50) + 2 = 150 (m/分)

Aさんと Bさんが l時間に歩〈 道の リの差は(4.8-3.6=)1. 2kmで，

右の図のように， 2人が出会うのは， 2人が進んだ道のりの合計

が|往復分になったときですから，

1200X 2 + (55+45) =24(分後)

同じ距離を進むとき，かかる時間の比は速さの逆比に等しくなリます。

一・一=3:4 ・・・・・・行きと帰 リにかかった時間の比60・45

これが池のまわリ|周分になリます。

学 公

札一一 1200m一一-F
よしと君 I

けんと君 I :t←ー』

買い物をした時聞をのぞくと，行きと帰リにかかった時間の和は|時間10分(=70分)ですから，

70 + ( 3 + 4 ) X 3 = 30 (分) ・…・・行き にかかった時間

60 X 30= 1800 (m) ・・・・・・あいさんの家からお庖までの距離

(6) あおいさんは，家から図書館までの片道の半分の道のリを進むのに q分かかっていますから，往復するのにか

かる時間は，

9 X 2 X 2 =36(分) ・…・・ア

お兄さんが速さを 1.5倍にすると，家から図書館までの半分の道のリを進むのに，

9+1.5=6(分)

かかリますから，

9+6=15(分後) ・・ー・・お兄さんが家に着く

15+ 6 X 2 =27(分) ・・・・・・イ

囚 (1)

(2) 

15: 10= 3 : 2 ..一・-速さの比=道のリの比CAP:P8)

|回目に出会ってから 2回目に出会うまでの時間は，出発してか

ら|回目に出会うまでの時問、の2倍の(15X2 =)30分です。 したが

って，だいき君がBからQまで進むのにかかる時間は，

30-10=20(分)

ですから，かかる時間と距離は正比例することより，

A Q : Q P : P B = (15+ 10-20) : (20-10) : 10= 1 : 2 : 2 

回 (1) かかる時間の比は，速さの逆比に等しくなリます。

~ : ~L : ，.J..，，= 10 : 12 : 15 
240・200・160

(2) ゅうと君が|周目にかかる時間を 10とすると，

10+ 12+ 15=37 ......ゅうと君が3周するのにかかる時間

12X3=36 ・・・・・・はると君が3周するのにかかる時間

この差が|分ですから，はると君が3周を走リ終えるのは，

1 + (37-36) x 36=36 (分後)

(3) 200x36+ 3 =2400(m) 

A 

t:¥、き君i
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十
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(4) 3周目の速さはゅうと君が毎分160m，はると君が毎分200mですから，速さの比は，

160 : 200 = 4 : 5 

はると君がゅうと君を追いこしてから， 3周を走リ終えるまてPの時間の比は，
1 
ー・ー=5:4 4・5
3周を走リ終えたのは，ゅうと君が37分，はると君が36分ですから，右の図よリ，

1 +(5-4)X4=4(分) ・・ー・・はると君がゅうと君を追いこしてからはると

君が走リ終えるまでの時間

36-4 =32(分後) -・はると君がゅうと君を追いこした時間

P B 

ヨ2十Q分tBう3

あやさん

ベ1
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白 (2) 右のように表すと， 16) 80 A 

16 X 5 X a =720 5 a 

720 + ( 1 6 X 5 ) = 9 . . . . .. a 

16X 9 = 144 ...... A 

(3) 6 X 7 X 8 = 2 X 2 X 2 X 2 X 3 X 7 (2が4個， 3が|個， 7が|個)

(4+ I)X(I + l)x(1 十 1) =20(個) ・・・・・・約数の個数

(4) 7で割ると 5あまる整数 : 5， 12， 19， 26，一

|をたすと qで割リ切れる整数:8， 17， 26， 

よリ，両方にあてはまる最も小さい整数は26で， 2番目以降は(7と9の最小公倍数の)63ず、つ増えますから，

26， 26+63=89， 89+63= 152→ 3けたで最も小さい整数は152

(5) A +11の商を②，あまりを①(①<11)とすると，

A=②X 11+①=⑫→ Aは最大で(1 0 X 23 = ) 230 

囚 (1)

図 (1) 28+48=ユ(時間)12 

エx60=35(分)12 

すれちがうまでに一郎君と二郎君が走った道のりの比は 3: 2で，

その合計はAB問|往復分と等い、ですから，すれちがうまでに二郎
君が走った道のリは，

300x 2 X~ー=240(m)
3 + 2 

家から学校まで4kml時で行くよリも 14kml時で行〈方が(36-21=) 15分早〈着くことになリます。

1 1 一・一=7:2 ・・・・・-かかる時間の比4・14

15X'72'1=21(分) ・・・・・・4kml時で行くのにかかる時間7-2 
21 4x一=1.4(km) ・・…-家から学校までの道のり60 

150x 2 + (150+ 100) X 9 =2550(m) ・・ー・・駅から公固までの距離

2550+ 150= 17(分) ・・ー・・姉が公園に着くまでに走った時間

2550 -1 00 X (17 -2 ) = 1 050 (m) . . .. . .求める距離

2人が|回目にすれちがってから 2回目にすれちがうまでの時間は10分ですから，

280+ (10-6) =70(ml分) ......A君の速さ

70X 6 + IO=42(ml分) ・・….8君の速さ 次の電車

右の図よリ，自転車が(7分30秒=)7.5分で進む距離を電車は(7.5-6 =) I 
( 1 ¥ ト1.5分で進みますから，電車と自転車のz是々の比は 1-，1ー・一一=)5 : 1です。 1

.... V / vlJ ''''' ¥ 1 . 5・7.5 J V • ， ... ， 0 

(2) し一一300m一一___ss
一郎!
二郎

(3) 

(叫

(5) 

(6) 

電車

6分 J

自転車〕

回 (1) 右の図のように， CD聞にBC=CPとなるPをとると，
48-44= 4 (分) •••••• P→DとD→Pにかかる時間の差

1 1 ー・ー=3 : 1 ・・・・・・同じ距離を上るのと下るのにかかる時間の比|・ 3

4x社了=2 (分) •••• •• P→D川る時間

180+ 2 =90 (ml分) ・・・・・・下リ坂を進む速さ

C 

D 

(2) 

兄は弟よリ速いですから， 2人が|回目にすれちがった後，

弟がP地点に着くよリも先に，兄がQ地点に着きます。さら
に，グラフが水平になる部分がないことから， 2人とも休ん

でいた時間はなく，弟がP地点に着くよリも先に，兄がQ地

点を出発したことがわかリます。よって， 2人が進んだよう

すは右のグラフのようになリ，問題のOで固まれたところは
兄がQ地点を出発したとき(ウ)を表していることになります。 I 0 い

6 km=6000m， 7 km=7000m 

(7000-6000) +20=50 (ml分)

右のグラフで，

6000+50= 120 (分)・…..a

120 X 2 +20=260 (分) •.•••• b 

一ーム一一・一一上一一=7:5 ・・・・・・兄と弟の速さの比
260-235・235-200

50x←70(ml分) 兄の速さ

70 X 120=8400 (m) → 8.4km .…・あ 8400+ (70+50) =70(分)

8400+50= 168(分) .••• •. c 70 X (260一 168)=6440 (m)→ 6.44km 

(3) 

(4) 

20 

a c 200 235 b (分)

い-つ
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囚問| ア 問2 ウ 問3 力十長さ 2 (くんで)

問4 ( 1 ) 5 (2) 1000 (3) カ 1600 ひも 7.5 

図問| おもリ S 20 ばねはかリ P 80 問2 114 問3 30 

困問| 15 問2 15 問3 12 問4 3 : 1 (くんで) 問5

問6 21 

回問| 記号 B ことば 内炎(くんで) 問2 二酸化炭素

困問| 12000 問2 300 

|解説| おけ
囚 問3 桶を支えるカは， (図①)・(図②)のようになるので，滑車やひも

の重さを考えないと， (図②)でひもを引くカは(図①)の半分になリ，

ひもをヲ|く長さは 2倍になります。

問4 (1) 水が8009入っている重さ 12009の桶が水に浮いているので，
しず

水に沈んだ部分の体積は2000cm (( 1 200 + 800) +-1 )になリます。 し

たがって，水の中に沈んでいる部分は 5cm (2000 +-(20 X 20) )となリ

ます。

(2) (図 2)で，桶の重さが12009，水の重さが8009なので，ひもを

引くカの大きさは， 1000 9 (( 1200 + 800) +-2 )となります。

(3) (図 4) で， aでひもをヲlくカの大きさを口 gとすると， 1 (1200 + 

初0)X 8 =口XIOJ となリ，口=16009 (( 12伽 800)X合)となリ

ます。カがす倍になっているので，ひもを引く長さはそ倍の7.5m

(6 X会)となリます。

6年② BC③

問4 7 

ばねA 15 ばねB 3 (くんで)

包 I I I I 包

(図①) (図②)

図 間 1 誕の重さ609が棒の宮品から40cmの位置(重心)にかかっています。ばねはかリ Pで支えている点を支点と

すると，棒が水平につリ合っているので， 1 S X 30=60 X (40-30) Jとなリ， S=209 ((60XI0)+-30) です。

問2 棒の重さ609とおもリ Tの重さ 1409をばねはかリ Pとばねはかり Qで支えているので，ばねはかリ Qの示す
あた、、

イ直は， 1 14 9 ((60 + 140) -86) となリます。

問 3 (図 2)で，ばねはかリ Pで支えている点を支点とすると，棒が水平につり合っているので， 1140 X X + 60 X 

{(80-15 X 2) +-2} = 1 14 X (80一15X2)J となリ， X = 30 cm (( 1 1 4 X 50-60 X 25) +-1 40) となリます。

問4 (図 3)で，ばねはかリ Pとばねはかリ Qの示す値が等しいことから，この値は 1009 ((60 + 140) +-2 )とな

リます。(図 3)て¥ばねはかり Pで支えている点を支点とすると，棒が水平につリ合っているので， 1140 X30+ 

60 X {(80 -15 X 2 ) +-2} = 100 X (50 + Y ) ) Jとなリ， Y = 7 cm ((140x30+60X25) +-100-50) となリます。

困 問1・2 (グラフ)から，ばねAは自然長 6cmで， 1009で15cm(21 -6 )のびるので， 609でばねAは15cm(6 

6 0 + 15X一一一)になリます。
100 

100 
問3 ばねBは409 (100-60) で2cm (17一15)のびるので，ばねBの自然長は， 1 2 cm (1 7 -2 X寸了)となリます。

4 0 
問4 同じ大きさのカを加えたとき，ばねAとばねBののびの比は'3: 1 (15 xTτ百:2) となリます。

問5 (図 1)で，ばねAには1009，ばねBには609のカが加わっています。

間6 ばねAとばねBの自然長，立方体の一辺の長さの合計は22cm(6 + 1 2 + 4 )なので，ばねAとばねBで合わせ

て28cm(50 -22)のびています。ばねAとばねBに同じ大きさのカを加えたときののびの比は 3: 1なので，ばね

Aののびは21cm(28×-i-) となリます。
3+1 

固 問 1 10tの水4009が400Cになっているので，湯から受け取った熱量は12000カロリー(1 X 400 X (40-10)) です。

問2 800Cの湯が失った熱量は， 100Cの水4009が受け取った熱量と等し¥¥ 12000カロリーなので，湯の量は3009

(12000 +-(80-40) ) とわかリます。
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E重D
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6年② BC③
回問| 重心 問2 ばねはかリ@ 135 ばねはかりの 85 問3 おもリ P 20 ばねはかり 95 

回問| 体積 100 浮力 100 (くんで) 問2 200 問3 (1) 240 (2) 22 

図問| (1) 100 (2) 5 (3) 400 問2 (1) 400 (2) 5 (3) 

困問 l オ 問2 沸騰 問3 @オ 。力 ① 90000 問4 (1) エ (2) ア

|解 説| いちょう

回 問 2 太さが一様な棒の重心は，棒の中央にあります。棒の重さ 1209は⑧・0それぞれに 1: 1 ( = 40 : 40) の比
でかかるので， 609 (120寸)ず、つの重さがかかります。同様に， 1009のおもリは棒ABを 1: 3 (=20: 60) 
に分けるところにつるしているので，⑧・ 0にかかる重さは 1: 3の逆比で 3: 1となり，それぞれ⑧に759 (100 

| 
×τ)， (0に259 (IOOXτ) の重さがかかリます。 したがって，⑧は 1359 (60+75) を，(0は859 (60+25) を

示します。

問 3 問2と同様に考えます。棒の重さは①・③に609ず、っかかリ， 509のおもリは棒ABを3: 2 ( = 48 : 32) に
分けるところ lデるしているので，①ゆにける重さは逆比で 2: 3となり，それぞれ①に209 (50 Xす)，② 
に309 (100 Xす)の重さ料、かリます。ここで，①と②にかかる重さの差は 109 ((60+30)一(60+20))で，お

もリ Pの重さのうち，②よリも①にかかる重さの方が10-9大きいということになります。おもリ Pは，棒ABを|
: 3に分けるところにつるしているので，両端にかかる重さの比は 3: 1で，この差の 2 (3ー 1)が109にあた

1. 払t:い

リます。 したがって，おもリ Pの重さは209 (10 X号)，①・②が示す値は959 ((90+80+20)+2)ず、つですo

困 問 1 立方体Aが水にしずんでいる部分の高さは 4cm(5-1) なので， しずんでいる部分の体積は 100cm(5 X 5 

X 4) です。また，物体にはたらく浮力は「水 Ic前の重さ×おしのけた水の体積」で求められるので，はたらく

j手力は1009 (1 X 100) です。

間 2 立方体Aに1009の浮力がはたらいているときに，ばねはかリが1009を示したので，立方体Aの重さは2009 

(100+ 100) です。

問 3 ( 1) 立方体Aにはたらく浮力は， 80 9 (1 >く 5X 5 X ( 5 -1 .8) )なので，大輪にかかる力は 120g (200-80) 

です。ノJ¥輪と大輪の半径は 1: 2 (= 5 : 10) なので，かかるカは逆比で 2: 1です。 したがって，おもリ Xの

重さは2409 ( 120 x t)です。
120 

(2) ( I )より，大輪には 1209のカがかかっているので，ばねの全長は22cm(10+ 1 X寸す)です。

お

図 間1 (2) ピストンAの底面積は20cmなので，ピストンAが水面を押すカは 1cmあたリ 59 (100+20) です。

(3) ピストンA.Bは同じ高さでつリ合っているので，ピストンBが水面を押すカも 1cmあたり 59です。 したが

って，おもり Xは4009 (5 X 80) です。
しゃせん

問 2 (1) おもり Xは4009なので，斜線部分の水の体積は400cm(400 + 1 )です。
(2) ピストンBの底面積は80cmなので， yの長さは 5cm (400 + 80) です。
(3) (図 2)から(図 3)において，ピストンAの方で減った水と，ピストンBの方で増えた水の体積は等しく，

ピストンAとBの面積比は 1: 4 (=20: 80) なので，ピストンA.Bの動く長さの比は 4: 1となリます。 し

たがって，ピストンBは 1cm (5寸)動きます。

困 問 1 (グラフ)のAでは，氷がとけている会下なので，熱していても温度は上がリません。したがって，水と氷

がどちらもある1犬態です。

間3 固体。液体・気体の状態変化は，右図のようにまとめることができます。 oocで
1 9の氷がoocで 19の水に変化するのに80カロリーの熱量を必要とするので， 200 
9では 16000カロリー (80X 200) の熱量を必要とします。同様に， OoCで2009の水

がlootで2009の水に変イヒするのに20000カロリー(1 X 200 X 100)， 1000Cで1009の
すい じよ う

水が1000Cで1009の水蒸気に変化するのに54000カロリー (540x 100)の熱量を必要

とするので，合計で90000カロリー(16000 + 20000 + 54000) の熱量が必要となリモ丈。

問 4 (1) ドライアイスは，固体の二酸化炭素が直接気体に状態変化するので， I昇

華」にあてはまります。

(2) 水が氷に変化するのは，液体から固体に変化する「凝固」にあてはまリます。



匪重重I
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問3 (1) 80 

問2 18 

問2 ア

(2) 12 

問3 29 

問 3 (1) ウ

6年② BC③

問4 ( 1 ) 90 (2) 60 (3) 真下・ 10(くんで)

問4 ( 1 ) 140 (2) 160 (3) 1. 6 

(2) 4・1 (くんで) (3) 1. 5 (4) 1. 4 

左右に回そうとするはたらきがつリ合っています。 したがって，おもリ A

の重さは509 (40 X 15 + 12) です。

問 2 (図①)のように棒の重心に 1009の重さがかかリます。おもリ Cと

棒の重さの比は 3: 2 (150: 100) です。棒が水平につり合っているので，

棒の左端と重心から支点までの長さの比はおもリ Cと棒の重さの逆比にな

るので 2: 3になります。 したがって， xの長さは 6cm (15X一三一一) と2十 3
わかリます。

問3 (1) (図②)より，おもり Dと棒の重さをばねはかり P• Qで支えて
いるので，ばねはかリ Pは80g (50+100-70) を示 Lます。

(2) ばねはかリ Pでつるした点を支点とすると，棒を左右に回そうとする
はたらきは2100 (70 X 30) で等しくなるので， yの長さは 12cm((2100 

-100 X 15) + 50) です。

間4 ( 1) (図③)よリ，棒の右端を支点とすると，棒を左右に回そうとす

るはたらきは2400(80 X 30) で等しくなるので，おもり Fの重さは909 
((2400-100X 15) + 10) です。

(2) 棒の上下のカのつり合Lサ、ら，点⑤にかかるカの大きさは 110 9 (100 

+90-80) とわかるので，動滑車の上下のカのつリ合Lサ、ら，ばねはか

リRは609 (( 1 10+ 10) + 2 )を示します。

(3) 手でひもを真上に引き上げたきょリの半分だけ棒の右端は持ち上がる

ので，手でひもを上に20cm引き上げると，棒の右端は 10cm(20 + 2 )上

がります。 したがって，棒を再び、水平にするには，棒の左端を 10cm上げ

る必要があリます。左側の滑車は定滑車で，おもリ Eを真下に引き下げ
たきよりだけ棒の左端はよがるので，おもリ Eを真下に 10cm動かすと，
棒は再び、水平になリます。

困 問 1・2 (グラフ)よリ，ばねPに709のおもリをつるすと3.5cm (26.5 -23) のびるので，ばねPに109のおも
りをつるすと0.5cm(3.5×」♀)のびます。また，ばねQに20g (70-50) のおもリをつるすと 2cm (25-23) のび

70 
るので，ばねQに109のおもリをつるすと 1cm (2 X誌)のびます。 したがって， xにあてはまる右は 18(23-
50 IX一)になリます。
10 

問 3 ばねp.Qは直列につながれているので，どちらも 1209 (200-80) の力がかかっています。 したがって，ば
120 

ねPの全長は29cm (23+0.5 X寸)になって¥¥可。
問4 (1) ばねP• Qには，どちらも 1409 (10 X古)のカがかかっているので，おもリ Bの重さは1409ですoi りよ く
(2) おもリ AがばねQをヲlくカの大きさは 140gです。おもリ Aの重さは3009なので，おもリ Aにはたらく浮カ

の大きさは 1609 (300-140) とわかリます。

(3) おもリ Aにはたらく浮力の大きさは，おもリ Aがおしのけた水の重さに等しいです。 したがって，おもリ Aの
水中にしずんでいる部分の体積は160 cm (1 60 + 1 )で， yの長さは 1. 6 cm (8 -1 60 + (5 X 5 ) )です。

囚問 l

図問|

団問|

50 問2

P 0.5 
( I )ウ

Q 1 

(2) イ

|解説|

囚間 1 (図 1)では，棒の重心を支点にしているので¥おもリ A.8が棒を ~ 

棒の重心

(図①)

(図②)

~ 

戸」

(図③)

回 問 1( 1 ) 水は液体から固体になるとき，体積が約1.1倍に増えるので，固体から液体になると体積は減リます。この

とき，重さは変化しません。

問3 (2) 加熱前の銅の粉の重さと比べて，加熱後に重くなった分が，結びついた酸素の重さです。(グラフ)よリ，

銅の粉2.09に対して酸素0.59 (2.5-2.0) が結びつくので，銅の粉と酸素が結びつくときの重さの比は， 4 : 1 

(2.0: 0.5) です。

(3) (2)よリ，銅のれ完全備うさせると，重さは加熱前のを倍(ムド)になるので， 1.2 9の銅の粉を完全燃焼

させると重さは 1.59 (1.2x千)になります。

(4) 7 9の銅の粉が8.49になっ'たので，結びついた酸素は 1.4g (8.4-7) です。 したがって，酸素と結びつい

た銅の粉は5.6g (1.4x十)なので，酸素と結びついてない銅の粉は 1.4g (7 -5.6) だとわかります。


